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令
和
四
年
十
月
四
日

第
三
百
三
十
七
号

増

刊

①

　
　
　
　
条
　
　
　
例
（
第
三
十
二
号

－

第
三
十
五
号
）

○
福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
福
祉
総
務
課
）
…
…
…
…
…
一

○
水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
環
境
保
全
課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　

（
畜　

産　

課
）
…
…
…
…
…
二

○
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例　
　
　
　
　
　

（
公
園
街
路
課
）
…
…
…
…
…
二

　
　
　
　
再

掲

○
福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
人　

事　

課
）
…
…
…
…
…
三

◇
福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
福
祉
労
働
部
福
祉
総
務
課
）

１　

民
生
委
員
に
よ
る
住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
が
よ
り
適
切
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
て
民
生
委
員
の
定
数
を
改
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

（
環
境
部
環
境
保
全
課
）

１　

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
施
行
令
及
び
水
質
汚
濁
防
止
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政

令
の
制
定
に
伴
い
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
農
林
水
産
部
畜
産
課
）

１　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
第
六
条
第
一
項
に
基
づ
き
、
豚
熱
の
発
生
を
予
防
す
る
た
め
に
実
施
す
る
家

畜
防
疫
員
に
よ
る
家
畜
の
注
射
に
係
る
手
数
料
等
に
つ
い
て
定
め
る
ほ
か
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を

行
う
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

◇
福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

（
建
築
都
市
部
公
園
街
路
課
）

１　

公
園
施
設
と
し
て
筑
後
広
域
公
園
内
に
屋
根
付
広
場
を
整
備
し
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
の
利
用
料
金

の
上
限
を
定
め
る
こ
と
と
し
た
。

２　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
二
号

　
　
　

福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
民
生
委
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
七
年
福
岡
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
の
表
直
方
市
の
項
中
「
一
二
九
人
」
を
「
一
三
一
人
」
に
改
め
、
同
表
飯
塚
市
の
項
中
「
二

九
七
人
」
を
「
二
九
九
人
」
に
改
め
、
同
表
小
郡
市
の
項
中
「
一
〇
〇
人
」
を
「
一
〇
四
人
」
に
改
め

、
同
表
筑
紫
野
市
の
項
中
「
一
三
四
人
」
を
「
一
四
七
人
」
に
改
め
、
同
表
宗
像
市
の
項
中
「
一
六
五

人
」
を
「
一
七
〇
人
」
に
改
め
、
同
表
太
宰
府
市
の
項
中
「
九
八
人
」
を
「
一
○
一
人
」
に
改
め
、
同

表
古
賀
市
の
項
中
「
八
〇
人
」
を
「
八
一
人
」
に
改
め
、
同
表
み
や
ま
市
の
項
中
「
九
〇
人
」
を
「
九

二
人
」
に
改
め
、
同
表
糸
島
市
の
項
中
「
一
七
〇
人
」
を
「
一
七
四
人
」
に
改
め
、
同
表
那
珂
川
市
の

項
中
「
六
八
人
」
を
「
七
六
人
」
に
改
め
、
同
表
志
免
町
の
項
中
「
四
九
人
」
を
「
五
〇
人
」
に
改
め

、
同
表
須
恵
町
の
項
中
「
三
八
人
」
を
「
四
二
人
」
に
改
め
、
同
表
新
宮
町
の
項
中
「
三
七
人
」
を
「

目

次

条
　
　
　
例
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三
八
人
」
に
改
め
、
同
表
水
巻
町
の
項
中
「
七
七
人
」
を
「
七
九
人
」
に
改
め
、
同
表
岡
垣
町
の
項
中

「
七
五
人
」
を
「
七
七
人
」
に
改
め
、
同
表
遠
賀
町
の
項
中
「
四
三
人
」
を
「
四
七
人
」
に
改
め
、
同

表
香
春
町
の
項
中
「
二
九
人
」
を
「
三
四
人
」
に
改
め
る
。

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
三
号

　
　
　

水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部

　
　
　

を
改
正
す
る
条
例

　

水
質
汚
濁
防
止
法
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
く
排
水
基
準
を
定
め
る
条
例
（
昭
和
四
十
八
年
福

岡
県
条
例
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

別
表
第
二
の
備
考
１
中
「
瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第

十
二
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
」
及
び
「
指
定
地
域
特
定
施
設
と
み
な
さ
れ
た
」
を
削
る
。

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
四
号

　
　
　

福
岡
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
農
林
水
産
関
係
手
数
料
条
例
（
平
成
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。 

　

第
三
条
第
二
項
中
「
一
の
項
」
の
下
に
「
、
二
〇
の
二
の
項
、
二
二
の
項
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
一
の
二
〇
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

二
〇

の
二

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律

第
百
六
十
六
号
）
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
基
づ
く
豚
熱
に
関
す
る
特
定
家
畜
伝
染

病
防
疫
指
針
に
定
め
る
知
事
認
定
獣
医
師
に

よ
る
豚
熱
予
防
注
射
に
係
る
豚
熱
予
防
液
の

交
付

豚
熱
予
防
液
交

付
手
数
料

一
件
に
つ
き

　
　
　
　
　

七
〇
円

交
付
の

と
き

　

別
表
第
一
の
二
一
の
項
中
「
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
」
を
削
り
、
同
表
二
二
の
項

中「
ニ　

豚
丹
毒

　
　

一
件
に
つ
き　
　

二
九
〇
円

　

ホ　

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病

　
　

一
件
に
つ
き 　
　

 

一
七
円
」

「
ニ　

豚
熱

　
　

一
件
に
つ
き　
　

二
七
〇
円

　

ホ　

豚
丹
毒

　
　

一
件
に
つ
き　
　

二
九
〇
円

　

ヘ　

ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病

　
　

一
件
に
つ
き　

 　

一
七
円
」

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
十
月
四
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
五
号

　
　
　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
都
市
公
園
条
例
（
昭
和
五
十
二
年
福
岡
県
条
例
第
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。

　

別
表
第
二
の
八
筑
後
広
域
公
園
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

に
改
め
る
。

を
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球
技
場

全
面

二
時
間
以
内

四
、
〇
四
〇
円

半
面

二
、
〇
二
〇
円

多
目
的
運
動
場

全
面

二
時
間
以
内

三
、
一
三
〇
円

筑
後
広
域
公
園

半
面

一
、
五
六
〇
円

多
目
的
広
場

全
面

二
時
間
以
内

　
　

六
二
〇
円

半
面

　
　

三
一
〇
円

屋
根
付
広
場

一
面

一
時
間
以
内

　
　

六
九
〇
円

附
　
則

　

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

福
岡
県
公
告
式
条
例
（
昭
和
二
十
五
年
福
岡
県
条
例
第
四
十
六
号
）
第
二
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規

定
に
よ
り
掲
示
し
た
も
の
を
、
こ
こ
に
再
掲
す
る
。

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
四
年
九
月
三
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

福
岡
県
知
事　
　

服
部　

誠
太
郎　
　

福
岡
県
条
例
第
三
十
一
号

　
　
　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

福
岡
県
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
（
平
成
四
年
福
岡
県
条
例
第
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

　

第
二
条
第
三
号
中
「
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員
」
を
「
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
次

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
」
に
改
め
、
同
号
イ
⑴
中
「
到
達
日
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
（
当

該
子
の
出
生
の
日
か
ら
第
三
条
の
二
に
規
定
す
る
期
間
内
に
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
あ
っ

て
は
当
該
期
間
の
末
日
か
ら
六
月
を
経
過
す
る
日
、
第
二
条
の
四
の
規
定
に
該
当
す
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
子
が
二
歳
に
達
す
る
日
）
」
を
加
え
、
同
号
ロ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

ロ　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
非
常
勤
職
員

　　
　

⑴　

そ
の
養
育
す
る
子
が
一
歳
に
達
す
る
日
（
以
下
「
一
歳
到
達
日
」
と
い
う
。
）
（
当
該
子

に
つ
い
て
当
該
非
常
勤
職
員
が
第
二
条
の
三
第
二
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児

休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、

当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
。
以
下
⑴
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
お
い
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非

常
勤
職
員
で
あ
っ
て
、
同
条
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
の

翌
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
も
の

　
　
　

⑵　

そ
の
任
期
の
末
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
て
い
る
非
常
勤
職

員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
を
更
新
さ
れ
、
又
は
当
該
任
期
の
満
了
後
引
き
続
い
て
特
定
職
に

採
用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
当
該
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の

末
日
の
翌
日
又
は
当
該
採
用
の
日
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う

と
す
る
も
の

　

第
二
条
第
三
号
ハ
及
び
ニ
を
削
る
。

　

第
二
条
の
三
第
三
号
イ
及
び
ロ
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　
　

一
歳
か
ら
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
ま
で
の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次
に
掲
げ
る
場
合

の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当
該
子
に
つ
い
て
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休

業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
第
三
条
第
七
号
に
掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
は
ロ
及
び
ハ
に

掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
人
事
委
員
会
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は

ハ
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
）　

当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日

　

第
二
条
の
三
第
三
号
中
ロ
を
ハ
と
し
、
同
号
イ
中
「
す
る
育
児
休
業
」
を
「
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
」
に
、
「
配
偶
者
が
す
る
」
を
「
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ
れ

に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
」
に
改
め
、
同
号
イ
を
同
号
ロ
と
し
、
同
号
に
イ
と
し
て
次
の
よ

う
に
加
え
る
。

　
　

イ　

当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
前
号
に
掲
げ
る
場
合
に

該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
又
は
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が
同
号
に
掲
げ
る
場
合
若
し
く
は

こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
法
定
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当

該
子
の
一
歳
到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
（
当
該
育
児
休
業

の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
と
当
該
法
定
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
異
な
る

と
き
は
、
そ
の
い
ず
れ
か
の
日
）
）
の
翌
日
（
当
該
配
偶
者
が
こ
の
号
に
掲
げ
る
場
合
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
法
定
等
育
児
休
業
を
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
定
等

育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を
育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す

る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
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第
二
条
の
三
第
三
号
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

　
　

ニ　

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
到
達
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
が
前

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
す
る
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
が
当
該
子
の
一
歳

到
達
日
後
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
末
日
と
さ
れ
た
日
）
後
の
期
間
に
お
い
て
こ
の
号

に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

　

第
二
条
の
四
各
号
列
記
以
外
の
部
分
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　
　

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
の
条
例
で
定
め
る
場
合
は
、
一
歳
六
か
月
か
ら
二
歳
に
達
す
る
ま
で

の
子
を
養
育
す
る
非
常
勤
職
員
が
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
場
合
（
当

該
子
に
つ
い
て
こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
次
条
第
七
号
に

掲
げ
る
事
情
に
該
当
す
る
と
き
は
第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
、
人
事
委

員
会
が
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
同
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
場
合
）
と

す
る
。

　

第
二
条
の
四
中
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
を
第
二
号
と
し
、
同
条
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一

号
を
加
え
る
。

　

一　

当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
の
翌
日
（
当
該
非
常
勤
職
員
の
配
偶
者
が

こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
、
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
場
合
に
該
当
し
て
法
定
等
育
児
休
業
を
す
る

場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
法
定
等
育
児
休
業
の
期
間
の
末
日
と
さ
れ
た
日
の
翌
日
以
前
の
日
）
を

育
児
休
業
の
期
間
の
初
日
と
す
る
育
児
休
業
を
し
よ
う
と
す
る
場
合

　

第
二
条
の
四
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

四　

当
該
子
に
つ
い
て
、
当
該
非
常
勤
職
員
が
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
お
い
て

こ
の
条
の
規
定
に
該
当
し
て
育
児
休
業
を
し
た
こ
と
が
な
い
場
合

　

第
二
条
の
五
を
削
る
。

　

第
三
条
中
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
七
号
中
「
第
二
条
の
四
」
を
「
前
条

」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
六
号
と
し
、
同
条
第
八
号
中
「
そ
の
任
期
」
を
「
任
期
を
定
め
て
採
用
さ

れ
た
職
員
で
あ
っ
て
、
当
該
任
期
」
に
、
「
非
常
勤
職
員
」
を
「
も
の
」
に
、
「
育
児
休
業
に
係
る
子

に
つ
い
て
、
当
該
任
期
が
」
を
「
任
期
を
」
に
、
「
に
特
定
職
に
引
き
続
き
」
を
「
引
き
続
い
て
特
定

職
に
」
に
、
「
任
期
の
末
日
」
を
「
育
児
休
業
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
当
該
更
新
前
の
任
期
の
末
日
」

に
、
「
当
該
引
き
続
き
採
用
さ
れ
る
」
を
「
当
該
採
用
の
」
に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
七
号
と
す
る
。

　

第
三
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と
し
て
条
例
で
定
め

る
期
間
）

第
三
条
の
二　

育
児
休
業
法
第
二
条
第
一
項
第
一
号
の
人
事
院
規
則
で
定
め
る
期
間
を
基
準
と
し
て
条

例
で
定
め
る
期
間
は
、
五
十
七
日
間
と
す
る
。

　

第
十
一
条
第
六
号
中
「
育
児
休
業
等
計
画
書
」
を
「
育
児
短
時
間
勤
務
計
画
書
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

（
施
行
期
日
）

１　

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　

（
経
過
措
置
）

２　

こ
の
条
例
の
施
行
日
前
に
育
児
休
業
等
計
画
書
を
提
出
し
た
職
員
に
対
す
る
こ
の
条
例
に
よ
る
改

正
前
の
第
三
条
（
第
五
号
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
第
十
一
条
（
第
六
号
に
係
る
部
分
に
限
る

。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。


